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序⽂

 xenodata�lab.では、創業から⼀貫して⾃然⾔語処理やディープ
ラーニングを含む機械学習分野を研究し、経済予測で世界を前に進
めるべく⼈⼯知能分野の技術と向き合ってまいりました。その研究
の成果として、この度はニュースを学習させて経済指標を予測する
という、これまでにない全く新しい⼿法により経済予測を⾏うこと
を実現し、弊社サービスxenoBrain上で2万3千指標の予測結果をリ
リースするに⾄りました。今後は更なる精度向上、また、当技術を
さらに応⽤し、予測対象を広げていき、複雑な経済環境から⾒通し
を⽴てづらい現代社会において、少しでも世の中に役に⽴てるよう
⽇々研究、開発を進めてまいります。

また、2022年2⽉、ロシアによるウクライナ侵攻が開始され、世界
は混迷を極め、各企業の経営のかじ取りが⼀層難しい状況に迫られ
ています。このような時期にこそ経済予測が社会の役に⽴つと思
い、この度ロシアウクライナ侵攻開始後の市場に関する予測結果を
無料で公開することにいたしました。本レポートはレポート発⾏時
点までに⽣じているニュースや統計データから客観的かつ⾃動で将
来予測を⾏ったものであり、レポート発⾏以降に戦況の⼤幅な変化
を予⾒するものではなく、また、偶発的な状況の変化を織り込んで
いるものではございません。それでも、このような有事の際に、レ
ポートを⼿に取る⼈にとって少しでも⽇々の経営判断の指針として
参考になり、有事を切り抜ける⼀助になれば幸いです。

株式会社 xenodata lab.
代表取締役社⻑

関 洋⼆郎



本レポートの予測結果について

xenoBrainが提供する市場予測とは？

xenoBrainが提供する市場予測は、1⽇3000本のニュースや3万以上の統計デー
タを、複数のディープラーニング等のモデルで学習し、定量データ（市場需要
や材料価格等）の予測を⾏う国内初の汎⽤型経済予測モデルによる経済予測で
す。現在xenoBrain上では約2万3千指標についての1年先までの予測を提供して
います。

発表済みの市場データ
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Step1
ニュースデータの解析
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Step2
ニュースからの特徴量の抽出

Step3
抽出した特徴量を基に予測

xenoBrainが提供する市場予測の仕組みについて

■ Step1 ニュースデータの解析
xenoBrainでは、ダウジョーンズと業務提携を実施し、ダウジョーンズ経由で160の国内経済専⾨メディアからの1⽇3,000本以上の
ニュースデータの配信を受けております。そのニュースデータを、独⾃の⾃然⾔語処理によりニュースを要約、構造化データを⽣成
します。

■ Step2 ニュースからの特徴量の抽出
Step1で解析した構造化データを、経済状況ベクトル※、経済予測ベクトル※という2段階で予測対象に対する特徴量の抽出をおこ
います。ニュースのようなテキストデータから定量データに対する特徴量抽出を⾏えたことがxenoBrainの市場予測の最も⼤きなg
術的優位性となります。
※これらは弊社独⾃⽤語であり⼀般に使われる専⾨⽤語ではございません。

■ Step3 抽出した特徴量を基に予測
Step2で抽出した特徴量、及び、3万指標の統計データを学習データとして、5つの予測モデルを開発し、それぞれ予測値を算出。
様々な状況でも予測精度全体として精度が最適化されるように、各予測モデルの特性を鑑みてアンサンブルして最終予測結果を算出
しております。
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予測精度検証結果

予測対象期間 相関係数 平均⼆乗誤差

6か⽉先予測 0.768 11.315

平均誤差率

12.0%

相関係数：
・基準指標と予測値の類似性の度合いを⽰す指標です。1に近いほど正の相関が強く、-1に近いほど負の相関が強いと⾔えます。
・予測値の場合、1に近いほどより良い予測と考えられます。弊社では0.5以上で相関がある、0.7以上の場合に強い相関がある、0.9以上の場合に⾮常に強い相関があるとい
う解釈を置いています。

平均⼆乗誤差：
・平均⼆乗誤差（RMSE）は予測値と実績値の差のの平⽅平均を表している指標です。
・値が⼩さいほど精度が⾼いことを⽰します。

平均誤差率：
・検証期間中の実績値と予測値の誤差の平均です。予測値が実績値にどの程度合っているかを⽰しています。
・値が⼩さいほど精度が⾼いことを⽰します。
・実績値が⾦額など実際の値の場合は、平均誤差率（期間中の実績値との割合）を表⽰しています。

 xenoBrainでは、約2万3千指標の予測結果を提供しておりますが、精度向上プロセスのリソース配分の関係上、重要な指標
4,869指標に絞って精度検証を⾏っております。その4,896指標の平均における精度検証結果は以下となります。

■ 精度検証対象指標について
xenoBrainでは、重要指標約4,869指標を精度検証の対象としております。精度検証対象に含まれている主な指標は以下になりま
す。
①⽣産動態統計全般（在庫を除く）
②鉱⼯業⽣産指数全般
③METI�POSデータ全般
④コモディティ価格全般（鋼材価格やガソリン価格等）
⑤⽇経平均やダウ⼯業株30種など、マーケットを代表する指標全般

■ 精度検証期間について
上記検証結果は、検証対象指標について、2019年10⽉〜2021年12⽉までのうち、第⼀回緊急事態宣⾔前後3か⽉（2022年4~6⽉）を
除いた24ヶ⽉間を対象に検証しています。

■ 精度検証⽅法について
予測に際して、予測対象となる⽉以降のデータを利⽤せずに予測値を算出し、それを24ヶ⽉間繰り返し、その平均値を基に算出。
例えば、2021年12⽉の3ヶ⽉後予測の精度検証には、2021年9⽉までのニュース及び統計データのみを利⽤して予測値を算出し、実
績値と⽐べて精度検証をおこないます。これを24ヶ⽉、さらに約4,869指標の平均値をとり、精度検証の結果としています。

※1ヶ⽉先、3ヶ⽉先など他の期間における精度検証結果については、有料サービスでは開⽰い
たします。



１．ニュースからの特徴量抽出

⾮構造化データであり、定量データの予測に利⽤することが難しいとされているニュースデータから特徴量抽出し学習しております。
ニュースを学習することで、様々な業界の指標を⼀つの仕組みで予測できる汎⽤型の予測システムを実現しています。

＜ニュースから特徴量抽出ができることによるメリット＞

メリット１：汎⽤的な予測が可能になる
弊社がダウジョーンズから業界専⾨誌、通信社、海外紙、地⽅紙等のニュースを受領していることが前提にはなりますが、これらのニ
ュースは業界を問わず経済事象について記載されております。そのため、⾃動⾞産業、半導体産業などのあらゆる産業に関連する経済
事象をインプットして予測をすることが可能となります。すなわち、予測対象業界や予測対象指標ごとに学習データを準備したり、モ
デルのパラメータの調整をする必要がなく、汎⽤的な予測が可能となります。

メリット２：数値データになるよりも早くに材料を考慮できる
ニュース⾃体の特徴として、数値データに出るよりも早くに材料として市場に出ることが多いです（例えば、⾃動⾞メーカーが減産を
発表したニュースは、⾃動⾞販売台数や⾃動⾞部品の需要は統計データに出るよりも早くに市場に出ます。）。そのため、統計データ
などの定量データのみから学習し、予測する場合よりも、精度の⾼い予測が可能になります。

２．特許取得済みの独⾃AI技術

１．を実現するために開発された⾃然⾔語処理やディープラーニングを含む機械学習モデルは、⼀部特許を取得しております。AI分野
での独⾃性の⾼い技術やデータの蓄積により⾼精度な予測を実現しています。

３．信頼できるデータソース

ニュースデータはダウジョーンズや時事通信社、業界専⾨誌、地⽅紙等150以上の有料の経済専⾨誌を、統計データについては政府機
関や業界団体が出す公的統計を基に学習しており、信頼できるデータソースを基に、予測を実施している。

xenoBrainが提供する市場予測に関する取扱上の注意点

 xenoBrainが提供する予測は、今⽇時点まで出た材料を基にした予測であり、⼀度算出された予測は不変のものではなく、⽇々最新
の情報を基に刻々と⾃動で変わっていく性質の予測となります。（有料サービスでは、最新情報により更新された予測結果を⽇々⾒る
ことが可能です。）
また、xenoBrainの予測では、以下の事象を織り込んでおりません。

①天災等の事前の気配がない突発的経済事象
②個⼈や企業内部の戦略に基づく⾏動のうちニュースとして出てこない経済事象
③過去10年間で⼀度も類似事象が⽣じていない経済事象

ただし、これらの事象は⼀切織り込むことができないというわけではなく、追加的な経済影響が出ればそれらは学習し、予測に織り込
んでいくことになります。例えば、コロナ発⽣前に予測として織り込むことはできませんが、その後、テレワークの浸透や感染症対策
需要の増加など10年間で発⽣したことがある類似事象がニュースが出てくればそれらを学習し、次第に予測に織り込んでいくという
ことになります。ご利⽤時にはこれらの性質をご理解の上、ご参考いただけましたら幸いです。
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経済予測プラットフォーム『xenoBrain』では、本レポート掲載以外の予測情報も多数提供しております。ご興味お持ちいただけまし
たら是⾮お問い合わせください。

＜サービス紹介ページ＞
https://service.xenobrain.jp/

サービスについて

xenoBrainが提供する予測の3つの特徴とは？



予測結果サマリー
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資源価格 原油価格

レギュラーガソリン価格

アルミニウム価格

銅価格

ニッケル価格

鉄鋼価格

⽇本円/ルーブル相場

⽇本円/⽶ドル相場

⽇本円/ユーロ相場

⽇経225平均

東証マザーズ指数

ダウ⼯業株30種

⽶国 S&P 500

完全失業率

有効求⼈倍率

⽇本 ⾃動⾞需要

⽇本 ⼯作機械受注

⽇本 外航貨物輸送価格

⽇本 ⼈材紹介・派遣需要

⽇本 ⼾建住宅需要

為替相場

国内マクロ

2ヶ⽉程度105〜110ドル/バレル付近で膠着、その後下落傾向

6⽉まで180円付近で⾼⽌まりも、冬までに150円まで下落と予測

4⽉まで3,500ドル/トン付近で膠着後下落

4⽉をピークに反転。1年後には30%以上の下落と予測。

4⽉には落ち着きを取り戻すも、侵攻前の⽔準に戻らずと予測

鉄鋼価格の上昇傾向は和らぐが、半年間は過去最⾼値域で膠着

半年かけて緩やかに元の⽔準に近づくと予測

3⽉ピークに円⾼に反転へ。4⽉平均で112.5円まで視野。

4⽉以降円⾼に反転も7⽉までは126~128円前後で⽐較的安定

3⽉上旬を底に反転、6⽉には28,000円台回復も視野

3⽉上旬を底に反転、6⽉までに900円付近まで戻すと予測

向こう3か⽉は⼤きな⽅向感なく、32,000〜34,000ドルを推移

向こう3か⽉は⼤きな⽅向感なく、4,300〜4,400を推移と予測

3⽉は2.7%で横ばい、4〜6⽉以降は若⼲の上昇傾向も2%台を推移

2~4⽉は1.2倍を維持も、その後下落し5⽉以降は1倍付近で停滞

向こう12ヶ⽉合計で前年同期⽐11.4%程度減少と予測

9⽉までは好調維持も、秋以降は受注縮⼩傾向に反転の可能性

10⽉までは引き続き⾼い⽔準継続、年末にかけてやや下落傾向

4⽉まで横ばい傾向も、5⽉以降夏にかけて下落傾向と予測

向こう12ヶ⽉合計で前年同期⽐9.6%程度減少と予測
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株式相場3

国内産業5



1 資源価格
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1年後

1 資源価格

原油価格

戦争開始時の混乱で急上昇するも、全体的なトレンドは変わらず緩やかな上昇後、
5⽉以降で反転。夏には100ドル/バレルを切る⽔準まで下落と予測。

2ヶ⽉程度105〜110ドル/バレル付近で膠着、その後下落傾向
6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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1 資源価格

レギュラーガソリン価格

原油相場の混乱で6⽉まではトレンドは変わらず緩やかな上昇と予測。
7⽉以降で反転し、冬には150円付近まで下落していくと予測。

6⽉まで180円付近で⾼⽌まりも、冬までに150円まで下落と予測
1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



1年後
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1 資源価格

アルミニウム価格

ロシア経済制裁によるアルミニウムの供給不⾜が影響し4⽉までは⾼値で膠着。その
後は代替地からの輸⼊などの整備が進み落ち着きを取り戻と予測。

4⽉まで3,500ドル/トン付近で膠着後下落、
夏までに3,000ドル/トンを割ると予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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1 資源価格

銅価格

⽶国の経済回復などに押され上昇していたが、2022年下期は反転と予測。世界景気
鈍化による需要減少が影響すると予測。

4⽉をピークに反転。1年後には30%以上の下落と予測。
1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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1 資源価格

ニッケル価格

EV向けなど需要はさらに増える中で、対ロシア経済制裁により⻄側諸国のニッケル
供給不⾜が慢性化し、戦争終結後も価格は戻らないと予測。

4⽉には落ち着きを取り戻すも、侵攻前の⽔準に戻らず
半年以上⾼値が続くと予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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1 資源価格

鉄鋼価格

鉄鋼価格は資源価格⾼に押され全般的に昨年から上昇傾向にあり、
ロシアウクライナ情勢も相まって過去最⾼値域で半年間ほど膠着と予測。

鉄鋼価格の上昇傾向は和らぐが、
今後半年間は過去最⾼値域で膠着と予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

鉄鋼価格（H形鋼、厚板、ステンレス鋼、冷延薄板等）、⾦価格、銀価格、プラチナ価格、銅価格、鉛価格、アルミ価格、亜鉛価
格、ニッケル価格、⼩⻨価格、とうもろこし価格、⼤⾖価格、綿花価格、ゴム価格、原油価格、レギュラーガソリン価格、ナイロ
ン⽷価格、

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



2 為替相場
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戦争開始時の混乱で急降下するも、⾮常に⼤きい戦況の変化がなければ
緩やかに回復していくと予測。

半年かけて緩やかに元の⽔準に近づくと予測
6ヶ⽉先

⽇本円/ロシアルーブル相場

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

2 為替相場

⽶ドル、ユーロ、カナダドル、英ポンド、スイスフラン、デンマーククローネ、ノルウェークローネ、スウェーデンクローナ、豪
ドル、ニュージーランドドル、⾹港ドル、シンガポールドル、サウジアラビアリヤル、アラブ⾸⻑国連邦ディルハム、タイバー
ツ、インドルピー、パキスタンルピー、クウェートディナール、カタールリヤル、インドネシアルピア、メキシコペソ、韓国ウォ
ン、フィリピンペソ、南アフリカランド、チェココルナ、ロシアルーブル、ハンガリーフォリント、ポーランドズロチ、中国元、
トルコ・リラ、台湾ドル、ブラジルレアル

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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資源⾼による経常⾚字から円安基調は4⽉以降反転し、世界景気後退に押され
円⾼傾向が加速。5⽉以降も緩やかに円⾼傾向が続き7⽉に110円割れも視野。

3⽉ピークに円⾼に反転へ。4⽉平均で112.5円まで視野。
1年先

⽇本円/⽶ドル相場

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

2 為替相場

⽶ドル、ユーロ、カナダドル、英ポンド、スイスフラン、デンマーククローネ、ノルウェークローネ、スウェーデンクローナ、豪
ドル、ニュージーランドドル、⾹港ドル、シンガポールドル、サウジアラビアリヤル、アラブ⾸⻑国連邦ディルハム、タイバー
ツ、インドルピー、パキスタンルピー、クウェートディナール、カタールリヤル、インドネシアルピア、メキシコペソ、韓国ウォ
ン、フィリピンペソ、南アフリカランド、チェココルナ、ロシアルーブル、ハンガリーフォリント、ポーランドズロチ、中国元、
トルコ・リラ、台湾ドル、ブラジルレアル

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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資源⾼による経常⾚字から円安基調は4⽉以降反転し、世界景気後退に押され円⾼傾
向が加速。5⽉以降も緩やかに円⾼傾向が続き夏までに110円割れも視野。

4⽉以降円⾼に反転も7⽉までは126~128円前後で⽐較的安定と予測

1年先

⽇本円/ユーロ相場

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

2 為替相場

⽶ドル、ユーロ、カナダドル、英ポンド、スイスフラン、デンマーククローネ、ノルウェークローネ、スウェーデンクローナ、豪
ドル、ニュージーランドドル、⾹港ドル、シンガポールドル、サウジアラビアリヤル、アラブ⾸⻑国連邦ディルハム、タイバー
ツ、インドルピー、パキスタンルピー、クウェートディナール、カタールリヤル、インドネシアルピア、メキシコペソ、韓国ウォ
ン、フィリピンペソ、南アフリカランド、チェココルナ、ロシアルーブル、ハンガリーフォリント、ポーランドズロチ、中国元、
トルコ・リラ、台湾ドル、ブラジルレアル

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



3 株式相場
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3 株式相場

⽇経225平均

岸⽥政策や⽶国⾦利政策、ウクライナ侵攻などの下落要因も⼀巡し、
向こう3ヶ⽉程度は調整局⾯に⼊り、上昇傾向と予測。

3⽉上旬を底に反転、6⽉には28,000円台回復も視野

３ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

⽇経平均、ダウ⼯業株平均、S&P500、NASDAQ指数、NYSE指数、上海A,B株指数、DAX指数、ハンセン総合指数、FTSE100指数、
Bovespa指数、ジャカルタ総合指数、南アFTSE指数、フランスSBF120指数、イタリアBCI総合指数、トルコBIST100指数、インド
SENSEX30指数、スイスSPI株式指数、TOPIX各種、マザーズ指数、JASDAQ指数、⽶Russell指数、他

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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3 株式相場

東証マザーズ指数

急落が続いたマザーズ指数は3⽉が底と予測。ウクライナ情勢を踏まえても4⽉以降
は反転するが、短期では昨年並みには戻らないと予測。

3⽉上旬を底に反転、6⽉までに900円付近まで戻すと予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

⽇経平均、ダウ⼯業株平均、S&P500、NASDAQ指数、NYSE指数、上海A,B株指数、DAX指数、ハンセン総合指数、FTSE100指数、
Bovespa指数、ジャカルタ総合指数、南アFTSE指数、フランスSBF120指数、イタリアBCI総合指数、トルコBIST100指数、インド
SENSEX30指数、スイスSPI株式指数、TOPIX各種、マザーズ指数、JASDAQ指数、⽶Russell指数、他

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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3 株式相場

ダウ⼯業株30種

⾜元の景気動向は好調でがあるが、利上げやウクライナ情勢など、
好材料に乏しく6⽉までは⼤きな⽅向感なく推移と予測。

向こう3か⽉は⼤きな⽅向感なく、32,000〜34,000ドルを推移と予測

３ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

⽇経平均、ダウ⼯業株平均、S&P500、NASDAQ指数、NYSE指数、上海A,B株指数、DAX指数、ハンセン総合指数、FTSE100指数、
Bovespa指数、ジャカルタ総合指数、南アFTSE指数、フランスSBF120指数、イタリアBCI総合指数、トルコBIST100指数、インド
SENSEX30指数、スイスSPI株式指数、TOPIX各種、マザーズ指数、JASDAQ指数、⽶Russell指数、他

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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3 株式相場

⽶国S&P500種

⾜元の景気動向は好調でがあるが、利上げやウクライナ情勢など、
好材料に乏しく6⽉までは⼤きな⽅向感なく推移と予測。

向こう3か⽉は⼤きな⽅向感なく、4,300〜4,400を推移と予測

３ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

⽇経平均、ダウ⼯業株平均、S&P500、NASDAQ指数、NYSE指数、上海A,B株指数、DAX指数、ハンセン総合指数、FTSE100指数、
Bovespa指数、ジャカルタ総合指数、南アFTSE指数、フランスSBF120指数、イタリアBCI総合指数、トルコBIST100指数、インド
SENSEX30指数、スイスSPI株式指数、TOPIX各種、マザーズ指数、JASDAQ指数、⽶Russell指数、他

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



4 国内マクロ
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4 国内マクロ

完全失業率

若⼲の上昇傾向はあるが、政府によるコロナ⽀援の効果もあらわれ、
⾼い⽔準にはならないと予測

3⽉は2.7%で横ばい、4〜6⽉以降は若⼲の上昇傾向も2%台を推移と
予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各国の消費者物価指数、⽣産者物価指数、有効求⼈倍率、完全失業率、旅⾏需要、各種⾦利、個⼈消費、政府税収、企業活動関連
指数、景気動向指数、⽇銀短観等

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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4 国内マクロ

有効求⼈倍率

季節性を考慮しても、6⽉以降の企業採⽤は昨年同期⽐で勢いが弱いと予測

2~4⽉は1.2倍を維持も、その後下落し5⽉以降は1倍付近で停滞と予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各国の消費者物価指数、⽣産者物価指数、有効求⼈倍率、完全失業率、旅⾏需要、各種⾦利、個⼈消費、政府税収、企業活動関連
指数、景気動向指数、⽇銀短観等

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



5 国内産業
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5 国内産業

⽇本 ⾃動⾞需要

需要⾃体は堅調だが、半導体に代表される部品や原材料供給リスクの顕在化により、
⾃動⾞新⾞販売は過去12ヶ⽉⽐で11%程度落ち込むと予測。

向こう12ヶ⽉合計で前年同期⽐11.4%程度減少と予測

1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各種輸送機械需要（⾃動⾞、トラック、バス、バイク等）、⼯作機械受注、各種家電製品需要（炊飯器、⾷器洗浄機、冷蔵庫、ク
ッキングヒーター等）、各種電⼦部品・電⼦デバイス需要（インダクタ、トランス、⽔晶振動⼦、フィルタ、パワー半導体、半導
体デバイス、電⼦回路、半導体素⼦、整流素⼦、トランジスタ等）、各種重電機器（原動機、発電機、ボイラー、電気炉、減速
機、⻭⾞、変圧器、電源等）、各種産業機械（化学機械、OA機器、プラスチック加⼯機械、⾦属加⼯機械、繊維機械、⾷品加⼯機
械、包装機械、農業機械、建設機械等）

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果



28

5 国内産業

⽇本 ⼯作機械受注

直近ではロシア向け輸出規制の影響は⼀定の影響があるが軽微と想定、
夏以降は各産業の景気後退の影響で受注は減少傾向と予測。

9⽉までは好調維持も、秋以降は受注縮⼩傾向に反転の可能性

1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各種輸送機械需要（⾃動⾞、トラック、バス、バイク等）、⼯作機械受注、各種家電製品需要（炊飯器、⾷器洗浄機、冷蔵庫、ク
ッキングヒーター等）、各種電⼦部品・電⼦デバイス需要（インダクタ、トランス、⽔晶振動⼦、フィルタ、パワー半導体、半導
体デバイス、電⼦回路、半導体素⼦、整流素⼦、トランジスタ等）、各種重電機器（原動機、発電機、ボイラー、電気炉、減速
機、⻭⾞、変圧器、電源等）、各種産業機械（化学機械、OA機器、プラスチック加⼯機械、⾦属加⼯機械、繊維機械、⾷品加⼯機
械、包装機械、農業機械、建設機械等）

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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5 国内産業

⽇本 外航貨物輸送価格

昨年の⽶中景気回復に押し上げられた貨物輸送価格の上昇は踊り場を迎えるも、
10⽉までは依然として⾼い⽔準で推移と予測。

10⽉までは引き続き⾼い⽔準継続、年末にかけてやや下落傾向と予測

1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各種輸送需要（鉄道輸送、タクシー、バス、トラック輸送、海上旅客輸送、海上貨物輸送、航空旅客輸送、航空貨物輸送等）、各
種不動産需要（不動産売買、不動産仲介、不動産賃貸、不動産管理等）、各種⾦融サービス（融資、決済処理、⽣命保険、損害保
険等）、BtoBサービス（広告、⼈材、印刷、リース、リサイクル、専⾨家サービス等）、BtoCサービス（外⾷、宿泊、旅⾏、冠婚
葬祭、写真サービス、クリーニング、理美容室、浴場サービス、レジャー、教育等）

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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5 国内産業

⽇本 ⼈材紹介・派遣需要

⼈材不⾜に後押しされ、活況だった⼈材業界も、世界経済の不透明な状況の影響により
若⼲の下落トレンドに⼊ると予測。

4⽉まで横ばい傾向も、5⽉以降夏にかけて下落傾向と予測

6ヶ⽉先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各種輸送需要（鉄道輸送、タクシー、バス、トラック輸送、海上旅客輸送、海上貨物輸送、航空旅客輸送、航空貨物輸送等）、各
種不動産需要（不動産売買、不動産仲介、不動産賃貸、不動産管理等）、各種⾦融サービス（融資、決済処理、⽣命保険、損害保
険等）、BtoBサービス（広告、⼈材、印刷、リース、リサイクル、専⾨家サービス等）、BtoCサービス（外⾷、宿泊、旅⾏、冠婚
葬祭、写真サービス、クリーニング、理美容室、浴場サービス、レジャー、教育等）、有効求⼈倍率、失業率等

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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5 国内産業

⽇本 ⼾建住宅需要

⼈⼝減少、中古住宅やマンションの選択などの⻑期トレンドに加え、
住宅ローン控除の改正やコロナ要因も重なり⼾建住宅需要は減少傾向と予測。

向こう12ヶ⽉合計で前年同期⽐9.6%程度減少と予測

1年先

有料サービスでは以下の指標の予測結果も提供中

各種建設需要（⺠間建築、公共建築、⼟⽊、住宅、コンクリートブロック造建物、鉄筋コンクリート造建物、鉄⾻鉄筋コンクリー
ト造建物、鉄⾻造建物、道路⼯事、港湾・空港⼯事、上下⽔道⼯事等）、各種建設資材・住設機器需要（⽊材、コンクリート建
材、プラスチック製建材、システムキッチン、ガス給湯器、ガスストーブ等）

今後有料サービス上で全指標の精度検証結果を開⽰予定。

本指標の過去精度検証結果
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ことが可�なUIになっております。



・本資料で提供している情報は、株式会社xenodata lab. （以下『当社』とする）が開発・運営するSaaS型AIサービス
『xenoBrain』を通じて情報を抽出し、当社アナリストが加⼯したものであり、また『xenoBrain』は信頼できると考え
るベンダーからの⼀次情報及び当社アナリストによるリサーチを当社独⾃のアルゴリズムを通じて⾃動で出⼒されるシス
テムです。
・当社及び当社アナリストは、情報の正確性・信頼性・完全性・妥当性・適合性について、いかなる表明・保証をするも
のではなく、⼀切の責任、または義務を負わないものとします。
・本資料は情報の提供を⽬的としており、特定の銘柄等の勧誘、売買の推奨、相場動向等の保証等を⾏うものではありま
せん。また、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。
・⾒解や評価は記載時点での判断であり、予告なしに変更されることがあります。
・当社は、本資料を利⽤したこと、または本サービスに依拠したことによる結果のいかなるものについても⼀切責任を負
わないと共に、本資料を直接・間接的に受領するいかなる利⽤者に対しても法的責任を負うものではありません。また、
これらの情報を営業に利⽤すること、第三者へ提供する⽬的で情報を加⼯、再利⽤および再配信した場合においても、万
⼀この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社は⼀切の責任を負いかねます。
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